
重点
目標・取組 評価指標 教師 子供

保護
者

自
己
評

考察・改善策 学校関係者評価委員から

　将来の夢や目標をもって、生活する
ことができているか。 88% 88% 67%

  相手を見て、最後まで話を聴くこと
ができているか。 96% 93%

　自分の考えを伝え合うことができて
いるか。 80% 85%

　大事な言葉を考えて、自分でまとめ
を書くことができているか。 92% 83%

　朝、誰にでも元気な声であいさつを
して、返すことができているか。 52% 83%

　よりよい自分になるために、難しい
こと挑戦しています。 80% 67% 87%

　相手を思いやり、助け合って生活す
ることができているか。 96% 91% 95%

　地域の人たちと、学校や地域で関
わっているか。 96% 85% 88%

　学校で目指そうとする子供の姿や教
育方針について保護者に伝えている
か。

92% 82%

　豊田中の生徒と、交流している。
（子供）
　小中の枠を越えて、職員同士が交流
をしている。（職員）

68% 79%

80% 67%87%
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学
年
学
級
経
営
学
校
経
営

学校教育目標に向けた
取組

・「夢をもち　たくま
しく生きる子」の育成

・北部っ子プライド
「挨拶・挑戦・助け合
い・聴いて・考え・伝
え合い」

　よりよい自分になるために、難しい
こと・苦手なことでも失敗を恐れない
で挑戦しているか。

〇各学年行事において、子供たちは自分のめあてに向かって意欲的に取り組んだ。ま
た、各課長からステージごと、具体的な目標となる姿を伝えるとともに、各クラスでス
テージに沿った目標を話し合い決めていった。これらの取組により、めあてに対する達
成感を味わえたことが、今回の評価につながっていると思われる。一方で、今年度も保
護者の評価は依然として低い。子供たちの成長を、きちんと伝えることができていない
ことが原因の一つではないかと考える。
※行事やステージごと、自己のめあてをもって活動に取り組めるようにする。さらに、
行事とキャリアパスポートをリンクさせていきながら、成長を価値付けていく。また、
面談や懇談会だけでなく、HPや学年だよりで子供たちの成長や日々の様子を具体的に発
信できるようにしていきたい。

B

授
業
づ
く
り

〇本年度の校内研修では、「学びをつなぐ　つながりで学ぶ　子供の育成」を目指し
て、「つながりを意識した単元構想」「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業
改善」の２つの視点で授業改善を行ってきた。教師は、一人一研究授業を行い、実践の
成果を公開した。ICT機器を活用して個別の学習を深めつつ、対話を取り入れた授業を
展開していくことで学びを深めることができ、本結果のような高い評価につながったと
考えられる。また、６年生や２年生などで行った、小中で連携した学習も子供の学習意
欲の向上につながったと考えられる。
※来年度は、子供たちにとって、より主体的な学びができるような総合的な学習の時間
の在り方を模索していきたい。また、情報化社会の発展が進む中において、情報モラル
に関しての指導を徹底していきたい。

・授業に関しては、満足度が高い。
・学校教育の基本となる「学ぶ」が、高い評
価で安心しました。

A

仲
間
づ
く
り

互いを大切にしていく
子の育成

・他人の気持ちや困難
に共感し、手助けした
り、優しく接したりす
る姿勢を持つ。
・自分の気持ちを正直
に伝えながら、相手の
話を聴くことができ
る。 B

〇あいさつについては、ステージの目標に入れつつ、学級ごとのめあてを立て、年間を
通して意識の高揚を図った。委員会活動や学府のあいさつ運動といった活動とも連携
し、推進する活動を行った。ステージごとその意義を分かりやすく子供たちに伝え、本
年度初めて行った代表委員会であいさつの推進について話し合い、各学級で実践するこ
とで、朝の自主的なあいさつボランティア活動など子供たちの意識の向上が見られた。
〇挑戦については、各行事と関連付けながら目標を立て、計画的に成長を実感し取り組
むことができるように指導を行った。しかしながら、挑戦する場面が少なかったこと
が、子供たちの評価が低かった要因として考えられる。
〇助け合うことや協力することについては、各担任・保護者・地域の方々の指導もあり
着実に育まれていた。子供の実態を把握するアンケートなどを活用することで、子供理
解を深め、指導に生かしていくことができた。

※あいさつについては、現在広がりつつある自主的な良い表れを価値づけしながら、適
切に指導していきたい。また、学級単位ではなく学年職員全員で子供たち一人一人とき
ちんと向き合い、児童理解を深めて指導を行っていきたい。
※挑戦については、来年度は児童主体で行事や委員会活動に取り組めるようにしてい
く。挑戦する意欲を高め成功体験を重ねることで、自己肯定感を高めていきたい。ま
た、日々の授業においても挑戦する場面を、授業づくりと連携して行っていきたい。

　学校評議員の方の助言から、家庭や地域からの視点から、本校の教育のあるべき今後の姿を知ることができ、大変参考になった。今回の助言を生かしながら、本年度職員全体で考えていった教育課程をもとに、来年度の学校運営
に生かしていきたい。また、教育活動の様子を保護者や地域の方々に、積極的に発信していくようにしたい。

・地域の人とかかわる雰囲気を、地域の大人
が作っていかなければならない。
・PTAの選出について、自分事でPTA活動がで
きるような選出方法に変えていくことが、子
供のためになっていく。
・地域で子供同士が遊ぶ姿は、時代を超えて
大切なものと感じている。安全な遊び場とし
て、学校のグラウンドの一角や地域の公園の
活用を、ぜひ御検討いただきたい。
・地域のお祭り、イベント、その他ボラン
ティア等への参加で交流ができていると思い
ます。

・豊田地域の財産として、稲作、トマトやメ
ロン作り等の農業の方々から「土と共に生き
る」姿を学ぶ機会を増やしていただけるとい
いと思います。
・保護者の評価が60％台であるのが気にな
る。子供は目標を立てて生活しているのに、
親に伝わっていない。
・子供たちの成長を、しっかりと親が把握す
ることも大切。

・あいさつをするものだという形を教える。
・あいさつをしてもらえるような大人になら
ないといけない。
・先生があいさつに関しての数値が低い。低
くなってしまっているのは、先生方御自身が
評価の数値を下げてしまっているのか。先生
方の心の数値か。
・あいさつについて先生の評価が低いのが気
になります。

家
庭
・
地
域
・
一
体
校
と
の
連
携

地域とつながる学校

・地域のもの、人と進んで
関わる態度の育成

・学校と家庭との連携

小中がつながる学校

・中学校とのつながり

B

〇昨年同様、東小との交流や豊田中との交流活動について、各学年で活発に行われた。
さらに本年度は、１年生及びその他の学年でも、幼稚園や保育園との交流を行うことが
できた。地域との交流については、総合的な学習の時間などでゲストティーチャーを招
くなど、積極的に行うことができた。
〇学校からは、学校だより・学年だより・HP等で情報を発信したり、端末を活用したア
ンケートで保護者の声を聞いたりして、情報の共有に努めてきた。保護者からの意見に
ついては、各担任が電話連絡や家庭訪問などで個別に対応し、丁寧に伝えた。
〇豊田中との交流は、授業・イベント・学習サポート等、多くの交流活動が行われた。
また、昨年度から始まった小中合同委員会や音楽祭での合同練習や東小を交えた全校合
唱等の取組が、数値の向上につながったと考えられる。

※地域との交流については、コミュニティースクールディレクターと協力し、学習の効
果を上げる一環として、今後も地域の方を講師に招いたり、地域の施設に見学したりす
る機会を各学年で設けたいと考えている。
※小中交流については、現在行っている活動を継続していく。さらに、来年度は新たな
交流を委員会活動などで子供たち主体で考えていくことで、さらなる発展へとつなげて
いきたい。

学校関係者評価を受けてのまとめ

学びを深めていく子の
育成

・自分ひとりで学ぶだ
けでなく、他者との対
話を通じて学びを深め
る。
・好奇心や探求心をも
ち、学校で学んだこと
を日常生活でどう使え
るか考えることができ
る。


